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【
判
例
研
究
】

関
西
学
院
大
学
商
法
研
究
会

有
価
証
券
届
出
書
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
元
引
受
証
券
会
社
の

損
害
賠
償
責
任

最
判
令
和
二
年
一
二
月
二
二
日
民
集
七
四
巻
九
号
二
二
七
七
頁
・
判
時
二
四

九
四
号
四
二
頁
・
判
タ
一
四
八
四
号
五
〇
頁
・
金
判
一
六
一
九
号
一
七
頁
・

金
法
二
一
六
四
号
八
二
頁

第
一
審：

東
京
地
判
平
成
二
八
年
一
二
月
二
〇
日
判
時
二
四
〇
一
号
四
五
頁

控
訴
審：

東
京
高
判
平
成
三
〇
年
三
月
二
三
日
判
時
二
四
〇
一
号
三
二
頁

石

田

眞

得

【
事
実
の
概
要
】

〔
一
〕

Ａ
社
は
、
半
導
体
製
造
装
置
の
製
造
販
売
等
を
主
た
る
事
業

と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
Ａ
社
の
代
表
取
締
役
お
よ
び
取
締
役
ら

の
う
ち
二
名
（
以
下
「
本
件
役
員
ら
」
と
い
う
）
は
、
Ａ
社
の
平
成

一
六
年
三
月
期
の
決
算
が
大
幅
な
赤
字
と
な
る
見
込
み
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
Ｂ
社
ほ
か
一
社
に
対
す
る
半
導
体
製
造
装
置
の
販
売
を
仮

装
し
て
約
一
六
億
円
の
架
空
売
上
げ
を
計
上
し
、
以
後
、
継
続
し
て

Ｂ
社
等
の
国
内
企
業
な
ら
び
に
韓
国
お
よ
び
台
湾
の
企
業
に
対
す
る

架
空
売
上
げ
の
計
上
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
売
上
高
が
数

億
円
で
あ
る
と
こ
ろ
を
数
十
億
円
な
い
し
百
億
円
余
で
あ
る
と
す
る

粉
飾
決
算
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

本
件
役
員
ら
は
、
上
記
粉
飾
決
算
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

上
記
架
空
売
上
げ
に
お
い
て
取
引
先
と
さ
れ
た
企
業
（
以
下
「
本
件

偽
装
取
引
先
」
と
い
う
）
に
協
力
者
を
確
保
し
、
Ａ
社
と
監
査
契
約

を
締
結
し
て
い
た
公
認
会
計
士
ら
（
以
下
「
本
件
会
計
士
」
と
い
う
）

か
ら
送
付
さ
れ
た
残
高
確
認
書
を
当
該
協
力
者
か
ら
回
収
し
た
上
、

当
該
残
高
確
認
書
に
偽
造
印
を
押
捺
し
て
本
件
会
計
士
に
返
送
す
る

な
ど
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
件
役
員
ら
は
、
本
件
会
計
士
が
平
成
一

八
年
三
月
期
の
監
査
に
お
い
て
Ｂ
社
、
平
成
二
〇
年
三
月
期
の
監
査

に
お
い
て
台
湾
の
企
業
一
社
に
つ
き
Ａ
社
の
売
掛
先
と
し
て
訪
問
調

査
を
実
施
す
る
に
際
し
て
も
、
協
力
者
に
応
対
さ
せ
、
実
際
に
は
半

導
体
製
造
装
置
の
納
入
の
事
実
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が

あ
る
か
の
よ
う
な
虚
偽
の
事
実
を
述
べ
さ
せ
る
な
ど
し
た
。

本
件
会
計
士
は
、
Ａ
社
の
平
成
二
〇
年
三
月
期
お
よ
び
平
成
二
一

年
三
月
期
（
以
下
「
本
件
各
事
業
年
度
」
と
い
う
）
の
監
査
に
お
い

て
、
ほ
ぼ
全
て
の
売
上
げ
に
関
す
る
証
ひ
ょ
う
類
と
総
勘
定
元
帳
と
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の
突
合
等
を
実
施
し
た
が
、
当
該
証
ひ
ょ
う
類
に
つ
き
、
本
件
役
員

ら
か
ら
写
し
の
提
示
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
原
本
の
提
示
を
求

め
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
証
ひ
ょ
う
類
の
中
に
偽
造
さ
れ
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

〔
二
〕

Ｙ
証
券
会
社
（
第
一
審
被
告
・
控
訴
人
兼
被
控
訴
人
・
被
上

告
人
。
以
下
「
Ｙ
証
券
」
と
い
う
）
は
、
平
成
一
九
年
五
月
、
Ａ
社

と
の
間
で
上
場
準
備
に
関
す
る
助
言
提
供
業
務
に
係
る
契
約
を
締
結

し
、
同
年
八
月
、
Ａ
社
の
主
幹
事
会
社
と
し
て
Ａ
社
に
つ
い
て
の
引

受
審
査
を
開
始
し
た
。

上
記
引
受
審
査
の
た
め
Ｙ
証
券
に
提
供
さ
れ
た
計
算
書
類
等
に
お

い
て
、
Ａ
社
は
、
①
売
上
高
が
平
成
一
五
年
三
月
期
か
ら
平
成
一
九

年
三
月
期
に
か
け
て
約
七
億
円
か
ら
約
七
〇
億
円
に
急
増
し
、
②
平

成
一
八
年
三
月
期
に
お
い
て
売
上
高
の
約
七
九
％
が
同
年
三
月
に
計

上
さ
れ
る
な
ど
売
上
げ
の
計
上
時
期
に
偏
り
が
あ
り
、
③
売
掛
金
の

期
末
残
高
が
平
成
一
五
年
三
月
期
か
ら
平
成
一
九
年
三
月
期
に
か
け

て
約
四
億
円
か
ら
約
一
三
四
億
円
に
増
加
し
、
④
売
上
債
権
回
転
期

間
が
、
同
業
他
社
に
お
い
て
お
お
む
ね
五
箇
月
以
下
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
一
九
年
三
月
期
に
は
約
二
二
・
八
箇
月
と
な
る
な

ど
顕
著
に
長
期
化
し
て
お
り
、
⑤
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
が
平
成
一
八
年
三
月
期
に
は
約
一
九
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
、
平

成
一
九
年
三
月
期
に
は
約
四
七
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
な

ど
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

Ｙ
証
券
の
引
受
審
査
担
当
者
は
、
上
記
計
算
書
類
等
に
よ
り
上
記

状
況
を
把
握
し
、
売
掛
金
の
回
収
の
遅
れ
に
つ
き
実
態
の
把
握
お
よ

び
そ
の
原
因
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
の
、
本
件
役
員

ら
か
ら
、
多
額
の
売
掛
金
が
あ
る
の
は
半
導
体
製
造
装
置
の
う
ち
初

号
機
の
検
収
完
了
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
と
い
う
業
界
の
取
引
慣

行
の
た
め
で
あ
り
、
今
後
は
改
善
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
と

の
説
明
を
受
け
、
当
該
説
明
は
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

上
記
担
当
者
は
、
本
件
会
計
士
の
監
査
実
績
お
よ
び
監
査
体
制
に

問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
ほ
か
、
本
件
会
計
士
か
ら
、
売
掛
金

の
実
在
性
に
つ
い
て
、
売
掛
先
か
ら
残
高
確
認
書
の
返
送
を
受
け
る

と
と
も
に
、
平
成
一
八
年
三
月
期
に
は
売
掛
先
の
う
ち
Ｂ
社
を
訪
問

し
て
購
買
部
門
の
責
任
者
と
の
面
談
を
実
施
し
て
確
認
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
聴
取
し
た
。

上
記
担
当
者
は
、
平
成
一
九
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、

売
掛
先
の
う
ち
Ａ
社
か
ら
調
査
対
象
と
し
て
提
案
を
受
け
た
Ｂ
社
ほ

か
一
社
を
訪
問
し
、
担
当
者
と
し
て
応
対
し
た
者
と
面
談
し
た
。
こ

の
う
ち
、
Ｂ
社
に
お
け
る
応
対
者
は
上
記
責
任
者
と
同
一
人
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
応
対
者
は
、
本
件
役
員
ら
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
こ
れ

ら
の
企
業
が
Ａ
社
か
ら
半
導
体
製
造
装
置
を
購
入
し
て
い
る
な
ど
と

虚
偽
の
事
実
を
述
べ
た
。

五
二
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Ｙ
証
券
は
、
こ
れ
ら
の
審
査
の
結
果
、
Ａ
社
の
上
場
申
請
手
続
を

進
め
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

〔
三
〕

Ａ
社
は
、
平
成
一
九
年
一
二
月
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
へ
の
上
場

申
請
を
行
い
、
Ｙ
証
券
は
、
東
京
証
券
取
引
所
（
以
下
「
東
証
」
と

い
う
）
に
対
し
て
主
幹
事
会
社
と
し
て
推
薦
書
等
を
提
出
し
た
。
東

証
は
、
平
成
二
〇
年
二
月
一
四
日
、
Ａ
社
の
粉
飾
決
算
を
指
摘
し
対

処
を
求
め
る
内
容
の
匿
名
の
投
書
を
受
け
取
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初

設
定
し
た
上
場
承
認
予
定
日
を
延
期
し
た
。

Ｙ
証
券
は
、
そ
の
頃
、
上
記
投
書
と
お
お
む
ね
同
じ
内
容
の
匿
名

の
投
書
（
以
下
「
第
一
投
書
」
と
い
う
）
を
受
け
取
っ
た
。
第
一
投

書
は
、
本
件
役
員
ら
、
Ａ
社
の
営
業
部
長
、
Ｙ
証
券
の
担
当
者
の
個

人
名
を
挙
げ
、
Ａ
社
に
お
い
て
は
、
平
成
一
六
年
頃
か
ら
毎
年
、
注

文
書
、
検
収
書
等
を
偽
造
し
、
出
荷
し
た
半
導
体
製
造
装
置
を
川
崎

市
、
韓
国
お
よ
び
台
湾
に
あ
る
倉
庫
に
運
び
入
れ
る
な
ど
し
て
、
売

上
高
が
実
際
に
は
一
な
い
し
二
億
円
で
あ
る
と
こ
ろ
を
五
〇
な
い
し

七
〇
億
円
と
し
て
決
算
報
告
が
さ
れ
て
お
り
、
総
額
二
〇
〇
億
円
を

超
え
る
粉
飾
決
算
が
さ
れ
て
い
る
旨
、
本
件
役
員
ら
は
、
Ａ
社
が
国

内
外
の
投
資
家
か
ら
数
百
億
円
の
投
資
を
受
け
て
い
な
が
ら
成
果
が

上
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｂ
社
を
巻
き
込
ん
で
粉
飾
を
継
続
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
Ｂ
社
の
購
買
部
門
の
責
任
者
は
巨
額
の
ス
ト
ッ
ク

オ
プ
シ
ョ
ン
と
引
換
え
に
偽
の
注
文
書
を
発
行
し
て
い
る
旨
、
上
記

粉
飾
は
本
件
偽
装
取
引
先
を
調
べ
れ
ば
容
易
に
判
明
す
る
旨
な
ど
を

記
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｙ
証
券
の
担
当
者
は
、
第
一
投
書
の
内
容
を
把
握
し
た
後
、
本
件

役
員
ら
に
対
し
、
直
ち
に
そ
の
内
容
等
を
伝
え
、
そ
の
後
、
第
一
投

書
は
従
業
員
ま
た
は
元
従
業
員
が
業
務
妨
害
の
意
図
で
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
旨
の
説
明
を
本
件
役
員
ら
か
ら
受
け
、
そ
の

作
成
者
を
特
定
し
た
上
で
従
業
員
で
あ
れ
ば
処
分
を
行
う
よ
う
要
請

し
た
。

そ
の
一
方
で
、
Ｙ
証
券
の
担
当
者
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
、
Ａ
社

か
ら
平
成
一
五
年
三
月
期
か
ら
平
成
二
〇
年
三
月
期
ま
で
の
売
上
げ

に
関
す
る
証
ひ
ょ
う
類
お
よ
び
預
金
通
帳
等
の
写
し
の
提
示
を
受
け
、

当
該
証
ひ
ょ
う
類
の
写
し
の
相
互
に
重
要
な
矛
盾
点
が
な
い
こ
と
、

売
掛
金
の
回
収
額
が
当
該
証
ひ
ょ
う
類
の
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る

代
金
額
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
当
該
回
収
額
と
一
致
す
る
入

金
記
録
が
当
該
預
金
通
帳
等
の
写
し
に
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
中
に
偽
造
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は

気
付
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｙ
証
券
の
担
当
者
は
、
Ａ
社
か
ら
Ｂ
社

の
関
係
者
に
対
す
る
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
の
事
実
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

Ｙ
証
券
は
、
こ
れ
ら
の
追
加
調
査
の
結
果
に
加
え
、
従
前
の
審
査

結
果
も
併
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
第
一
投
書
に
は
信
ぴ
ょ
う
性
が
な
い
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も
の
と
判
断
し
た
。
本
件
役
員
ら
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
、
Ｙ
証
券

に
対
し
て
第
一
投
書
の
作
成
者
は
Ａ
社
の
内
部
監
査
室
長
を
務
め
る

者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
旨
な
ど
を
説
明
し
、
Ａ
社
は
、
同
月
、
社
内

体
制
の
整
備
の
た
め
な
ど
と
し
て
上
記
上
場
申
請
を
取
り
下
げ
た
。

〔
四
〕

Ｙ
証
券
は
、
平
成
二
〇
年
五
月
、
Ａ
社
か
ら
再
度
の
上
場
申

請
の
意
向
を
受
け
、
そ
の
引
受
審
査
を
再
開
し
た
。
Ｙ
証
券
は
、
審

査
の
結
果
、
Ａ
社
の
再
度
の
上
場
申
請
手
続
を
進
め
る
こ
と
に
問
題

は
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。
な
お
、
Ｙ
証
券
の
担
当
者
は
、
第
一
投

書
の
作
成
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
者
は
内
部
監
査
室
か
ら
異
動
さ
せ

て
お
り
退
職
の
予
定
で
あ
る
旨
を
本
件
役
員
ら
か
ら
聴
取
す
る
な
ど

し
た
た
め
、
上
記
の
者
と
の
面
談
を
行
わ
な
か
っ
た
。
Ａ
社
は
、
同

年
一
二
月
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
へ
の
再
度
の
上
場
申
請
を
行
っ
た
が
、

平
成
二
一
年
五
月
、
当
該
上
場
申
請
を
取
り
下
げ
た
。

Ｙ
証
券
は
、
平
成
二
一
年
六
月
、
Ａ
社
か
ら
三
度
目
の
上
場
申
請

の
意
向
を
受
け
、
そ
の
引
受
審
査
を
再
開
し
た
。
上
記
引
受
審
査
の

た
め
Ｙ
証
券
に
提
供
さ
れ
た
計
算
書
類
等
に
お
い
て
、
Ａ
社
は
、
平

成
二
一
年
三
月
期
の
売
上
高
が
約
一
一
八
億
円
に
増
加
し
、
売
掛
金

の
期
末
残
高
も
約
二
二
八
億
円
に
増
加
し
て
お
り
、
売
上
債
権
回
転

期
間
が
約
二
三
箇
月
と
更
に
長
期
化
し
、
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ

た
。
Ｙ
証
券
の
引
受
審
査
担
当
者
は
、
上
記
計
算
書
類
等
に
よ
り
上

記
状
況
を
把
握
し
た
も
の
の
、
本
件
役
員
ら
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
の
結
果
、
売
掛
金
の
回
収
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
も
の
と
認
識
し

た
。上

記
担
当
者
は
、
本
件
会
計
士
か
ら
、
平
成
二
一
年
三
月
期
の
監

査
に
お
い
て
、
売
掛
金
全
件
の
残
高
確
認
の
ほ
か
、
売
上
げ
、
売
掛

金
お
よ
び
棚
卸
資
産
の
実
在
性
の
確
認
の
た
め
、
総
勘
定
元
帳
と
売

上
げ
に
関
す
る
証
ひ
ょ
う
類
お
よ
び
預
金
通
帳
等
と
の
突
合
な
ら
び

に
実
地
棚
卸
し
へ
の
立
会
い
等
を
実
施
し
た
旨
を
聴
取
し
た
。
な
お
、

上
記
担
当
者
は
、
本
件
会
計
士
か
ら
Ａ
社
の
本
社
に
お
い
て
預
金
の

実
査
を
実
施
し
た
旨
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
上
記
突
合

は
原
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
認
識
し
て
い
た
。

Ｙ
証
券
は
、
こ
れ
ら
の
審
査
の
結
果
、
Ａ
社
の
三
度
目
の
上
場
申

請
手
続
を
進
め
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

〔
五
〕

Ａ
社
は
、
平
成
二
一
年
八
月
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
へ
の
三
度
目

の
上
場
申
請
を
行
い
、
東
証
は
、
同
年
一
〇
月
一
六
日
、
Ａ
社
の
上

場
を
承
認
し
た
。
Ａ
社
が
関
東
財
務
局
に
提
出
し
た
有
価
証
券
届
出

書
の
訂
正
届
出
書
（
以
下
「
本
件
有
価
証
券
届
出
書
」
と
い
う
）
に

は
、
本
件
会
計
士
が
、
Ａ
社
の
本
件
各
事
業
年
度
の
財
務
諸
表
に
つ

き
無
限
定
適
正
意
見
を
記
載
し
た
監
査
報
告
書
な
ら
び
に
平
成
二
二

年
三
月
期
の
第
一
お
よ
び
第
二
の
四
半
期
財
務
諸
表
に
つ
き
無
限
定

の
結
論
を
記
載
し
た
四
半
期
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
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Ｙ
証
券
の
引
受
審
査
担
当
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
が
添
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
本
件
有
価
証
券
届
出
書
の
「
経
理

の
状
況
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
上
記
財
務
諸
表
の
う
ち
連
結
損
益
計

算
書
に
は
、
前
連
結
会
計
年
度
の
売
上
高
欄
に
、
実
際
に
は
約
一
億

九
二
八
一
万
円
で
あ
る
と
こ
ろ
を
九
四
億
九
六
八
一
万
七
〇
〇
〇
円

と
し
、
当
連
結
会
計
年
度
の
売
上
高
欄
に
、
実
際
に
は
約
三
億
一
九

五
六
万
円
で
あ
る
と
こ
ろ
を
一
一
八
億
五
五
九
六
万
円
と
す
る
虚
偽

の
記
載
（
以
下
「
本
件
虚
偽
記
載
」
と
い
う
）
が
さ
れ
て
い
た
。

〔
六
〕

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
七
日
頃
、
東
証
、
Ｙ
証
券
お
よ
び
本

件
会
計
士
は
、
第
一
投
書
と
お
お
む
ね
同
じ
内
容
の
匿
名
の
投
書

（
以
下
「
第
二
投
書
」
と
い
い
、
第
一
投
書
と
併
せ
て
「
本
件
各
投

書
」
と
い
う
）
を
受
け
取
っ
た
。
Ｙ
証
券
の
担
当
者
は
、
同
月
二
九

日
、
本
件
会
計
士
と
の
面
談
を
行
い
、
本
件
会
計
士
が
持
参
し
た
残

高
確
認
書
の
原
本
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
本
件
会
計
士
か
ら
、

売
掛
金
の
実
在
性
に
つ
い
て
は
本
件
各
事
業
年
度
に
つ
き
各
二
回
、

残
高
確
認
書
の
返
送
を
受
け
る
方
法
に
よ
り
確
認
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
二
一
年
三
月
期
ま
で
の
確
認
は
完
了
し
て
い
る
こ
と
、
売
掛
先

の
う
ち
Ｂ
社
ほ
か
一
社
を
訪
問
し
て
担
当
者
と
の
面
談
を
実
施
し
た

こ
と
が
あ
り
、
Ｂ
社
に
対
す
る
売
掛
金
は
全
額
回
収
済
み
で
あ
る
こ

と
、
売
掛
金
の
回
収
に
つ
い
て
は
回
収
予
定
表
と
預
金
通
帳
等
と
の

突
合
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
預
金
の
残
高
に
つ
い
て
は
銀
行

に
対
し
て
直
接
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
運
送
業
者
に
対
す
る
倉
庫
か

ら
の
出
荷
状
況
の
確
認
お
よ
び
棚
卸
時
の
立
会
い
に
よ
る
在
庫
確
認

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
投
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
規
模
の
粉

飾
を
行
う
こ
と
は
相
当
の
簿
外
資
金
が
必
要
と
な
る
た
め
現
実
的
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
聴
取
し
た
。
な
お
、
Ｙ
証
券
の
担

当
者
は
、
第
二
投
書
の
作
成
者
は
第
一
投
書
の
作
成
者
と
同
一
人
で

あ
る
と
考
え
た
が
、
上
記
の
作
成
者
と
考
え
ら
れ
る
者
と
の
面
談
等

を
行
わ
な
か
っ
た
。
Ｙ
証
券
は
、
上
記
の
聴
取
結
果
等
を
踏
ま
え
、

第
二
投
書
も
第
一
投
書
と
同
様
に
信
ぴ
ょ
う
性
の
な
い
も
の
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

〔
七
〕

Ｙ
証
券
は
、
同
年
一
一
月
一
一
日
、
Ａ
社
等
と
の
間
で
元
引

受
契
約
を
締
結
し
、
同
月
一
九
日
、
Ａ
社
に
対
し
、
Ａ
社
と
の
間
で

元
引
受
契
約
を
締
結
し
た
他
の
金
融
商
品
取
引
業
者
を
代
表
し
て
、

新
株
発
行
の
払
込
総
額
と
し
て
約
五
二
億
円
を
払
い
込
ん
だ
。
Ａ
社

は
、
同
月
二
〇
日
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
し
た
。
Ａ
社
は
、
平
成

二
二
年
五
月
、
本
件
有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
の
事
実
を
認
め

る
旨
を
公
表
し
、
同
年
六
月
、
上
場
廃
止
と
な
っ
た
。

Ａ
社
の
株
式
を
取
得
し
た
原
告
ら
Ｘ
（
第
一
審
原
告
・
被
控
訴
人

兼
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
Ａ
社
の
役
員
（
取
締
役
、
常
勤
監
査
役

お
よ
び
社
外
監
査
役
）
に
対
し
、
金
融
商
品
取
引
法
（
以
下
「
金
商

法
」
と
い
う
）
二
一
条
一
項
一
号
、
二
二
条
一
項
、
会
社
法
四
二
九
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条
二
項
ま
た
は
民
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
Ｙ
証
券
を
含
む
元

引
受
証
券
会
社
ら
に
対
し
、
金
商
法
二
一
条
一
項
四
号
、
一
七
条
ま

た
は
民
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
受
託
証
券
会
社
ら
に
対
し
、

金
商
法
一
七
条
に
基
づ
き
、
売
出
所
有
者
に
対
し
、
同
法
二
一
条
一

項
二
号
ま
た
は
民
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
東
証
お
よ
び
自
主

規
制
法
人
に
対
し
、
民
法
上
の
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
損

害
賠
償
を
求
め
た
。

第
一
審
は
Ａ
社
の
役
員
お
よ
び
Ｙ
証
券
の
責
任
を
認
め
た
が
（
東

京
地
判
平
成
二
八
年
一
二
月
二
〇
日
判
時
二
四
〇
一
号
四
五
頁
）、

控
訴
審
は
Ｙ
証
券
の
責
任
を
否
定
し
た
（
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
三

月
二
三
日
判
時
二
四
〇
一
号
三
二
頁
）。
そ
こ
で
Ｘ
が
上
告
し
た
。

な
お
、
Ｘ
に
は
Ａ
社
株
式
の
募
集
ま
た
は
売
出
し
に
応
じ
て
同
社
株

式
を
取
得
し
た
者
と
Ａ
社
上
場
後
に
取
引
所
市
場
で
同
社
株
式
を
取

得
し
た
者
が
あ
っ
た
が
、
前
者
の
Ｙ
証
券
に
対
す
る
請
求
に
関
す
る

部
分
の
み
が
上
告
審
と
し
て
受
理
さ
れ
、
そ
の
部
分
に
関
す
る
申
立

理
由
の
う
ち
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
の
解
釈
適
用
の
誤
り
を
い
う

点
以
外
の
部
分
は
排
除
さ
れ
た
（
最
決
令
和
二
年
一
〇
月
六
日LE

X

／D
B

文
献
番
号
二
五
五
六
六
八
五
七
）。

【
判
旨
】

破
棄
差
し
戻
し

（
ロ
ー
マ
数
字
の
付
番
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
）

〔
Ⅰ
〕

金
商
法
は
、
二
一
条
一
項
四
号
に
お
い
て
、
有
価
証
券
届
出

書
の
う
ち
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
記

載
す
べ
き
重
要
な
事
項
若
し
く
は
誤
解
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
必

要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
、
当
該
有
価
証
券

を
募
集
又
は
売
出
し
に
応
じ
て
取
得
し
た
者
に
対
し
て
上
記
の
虚
偽

記
載
又
は
記
載
の
欠
缺
（
以
下
、
併
せ
て
「
虚
偽
記
載
等
」
と
い

う
。）
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
責
任
を
負
う
者
と
し
て
元
引
受

業
者
を
掲
げ
、
同
条
二
項
三
号
に
お
い
て
、
元
引
受
業
者
が
同
号
に

定
め
る
事
項
（
免
責
事
由
）
を
証
明
し
た
と
き
は
上
記
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
引
受
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
が
有
価
証
券
の
発
行
者
で
あ
る

会
社
に
つ
い
て
引
受
審
査
を
実
施
し
て
そ
の
有
価
証
券
届
出
書
に
記

載
さ
れ
る
べ
き
情
報
等
を
専
門
知
識
に
基
づ
き
審
査
し
得
る
立
場
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
の
元
引
受
業
者
の
損
害

賠
償
責
任
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
で
、
引
受
審
査
の
適
正
を
確
保
し
、

も
っ
て
元
引
受
業
者
に
有
価
証
券
届
出
書
に
お
け
る
開
示
情
報
の
信

頼
性
を
担
保
さ
せ
る
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
は
、
有
価
証
券
の
発
行
者
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で
あ
る
会
社
と
特
別
の
利
害
関
係
の
な
い
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法

人
（
以
下
、
併
せ
て
「
独
立
監
査
人
」
と
い
う
。）
の
監
査
証
明
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
金
商
法
一

九
三
条
の
二
第
一
項
）、
公
認
会
計
士
は
、
監
査
及
び
会
計
の
専
門

家
と
し
て
公
正
か
つ
誠
実
に
そ
の
業
務
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て

（
公
認
会
計
士
法
一
条
、
一
条
の
二
）、
財
務
計
算
部
分
に
虚
偽
記
載

等
が
あ
っ
た
場
合
、
虚
偽
記
載
等
が
な
い
も
の
と
し
て
監
査
証
明
を

行
っ
た
独
立
監
査
人
は
、
当
該
監
査
証
明
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
き
故

意
又
は
過
失
が
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
損
害
賠
償
責
任
を
負

う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
金
商
法
二
一
条
一
項
三
号
、
二
項
二
号
、

二
二
条
）。
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
上

記
免
責
事
由
に
関
し
、
元
引
受
業
者
が
免
責
を
受
け
る
た
め
に
は
、

財
務
計
算
部
分
以
外
の
部
分
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
に
は
相
当

な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
該
虚
偽
記
載
等
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
べ
き
も
の
と
す
る
一
方
、
財
務
計

算
部
分
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
に
は
当
該
虚
偽
記
載
等
に
つ
い

て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
べ
き
も
の
と
す
る
旨
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
務
計
算
部
分
に
虚
偽
記
載

等
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
の
同
号
の
規
定
は
、
独
立
監
査
人
と
の
合

理
的
な
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
元
引
受
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す

る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
が
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
の
独
立
監
査

人
に
よ
る
監
査
を
信
頼
し
て
引
受
審
査
を
行
う
こ
と
を
許
容
し
た
も

の
で
あ
り
、
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
と
っ
て
上
記
監
査
が
信

頼
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
上
記
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
は
、
引
受
審
査
に

際
し
て
上
記
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る

情
報
に
接
し
た
場
合
に
は
、
当
該
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
て
、
上
記

監
査
が
信
頼
性
の
基
礎
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き
調
査
確

認
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
上
記

の
場
合
に
金
融
商
品
取
引
業
者
等
が
上
記
の
調
査
確
認
を
行
う
こ
と

な
く
元
引
受
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
同
号
に
よ
る
免
責
の
前
提

を
欠
く
も
の
と
解
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
財
務
計
算
部
分
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
に
、
元
引

受
業
者
が
引
受
審
査
に
際
し
て
上
記
情
報
に
接
し
て
い
た
と
き
に
は
、

当
該
元
引
受
業
者
は
、
上
記
の
調
査
確
認
を
行
っ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
、
金
商
法
二
一
条
一
項
四
号
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
き
、
同
条
二

項
三
号
に
よ
る
免
責
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

〔
Ⅱ
〕

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
…
…
本
件
有
価
証
券
届
出

書
の
う
ち
本
件
会
計
士
に
よ
る
金
商
法
一
九
三
条
の
二
第
一
項
の
監

査
証
明
が
付
さ
れ
た
本
件
各
事
業
年
度
の
財
務
諸
表
に
は
、
Ａ
社
が
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平
成
一
六
年
頃
以
降
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
多
額
の
架
空
売
上
げ
の

計
上
に
係
る
本
件
虚
偽
記
載
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件

有
価
証
券
届
出
書
の
財
務
計
算
部
分
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚

偽
の
記
載
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
Ｙ
証
券
は
Ａ
社
の
引
受
審
査
に
際
し
て
本
件
各
投
書
を

受
け
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
Ａ
社
の
平
成
一
六
年
三
月
期
以
降

の
売
上
げ
の
大
半
が
架
空
計
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
指
摘
内
容
は
、
Ａ
社
が
、
そ
の
計
算
書
類

等
に
お
い
て
、
平
成
一
六
年
頃
以
降
、
売
上
高
の
急
増
、
売
上
げ
の

計
上
時
期
の
偏
り
、
売
掛
金
期
末
残
高
の
著
し
い
増
加
、
売
上
債
権

回
転
期
間
の
顕
著
な
長
期
化
、
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
の
マ
イ
ナ
ス
の
連
続
計
上
等
、
売
上
高
の
粉
飾
の
典
型
的
な
兆

候
と
い
え
る
複
数
の
事
象
が
継
続
し
て
み
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
と
よ
く
符
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
件
各
投
書
は
、
本

件
役
員
ら
、
Ａ
社
の
営
業
部
長
及
び
Ｙ
証
券
の
担
当
者
の
個
人
名
並

び
に
Ａ
社
の
売
上
高
及
び
売
上
げ
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
Ｙ
証
券
に

お
い
て
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
と
合
致
す
る
記
載
が
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
、
本
件
役
員
ら
が
共
謀
し
、
Ｂ
社
等
に
協
力
者
を
確
保
し
て
証

ひ
ょ
う
類
の
大
半
を
偽
造
し
、
製
品
を
実
際
に
倉
庫
か
ら
運
び
出
し

て
出
荷
を
装
う
な
ど
の
方
法
に
よ
り
架
空
売
上
げ
の
計
上
が
行
わ
れ

て
い
る
な
ど
と
し
て
、
粉
飾
決
算
の
手
法
、
内
容
等
を
具
体
的
か
つ

詳
細
に
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
Ａ
社
の
内
部
の
者
が
事
実
に
基

づ
き
作
成
し
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
各
投
書
は
、
Ａ
社
の
有
価
証
券
届
出
書
に
記

載
さ
れ
る
べ
き
最
近
事
業
年
度
及
び
そ
の
直
前
事
業
年
度
の
財
務
諸

表
の
売
上
高
欄
等
に
重
大
な
虚
偽
記
載
が
あ
る
こ
と
を
相
当
の
信

ぴ
ょ
う
性
を
も
っ
て
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
、
Ｙ
証
券
は
、

こ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
財
務
諸
表
に
つ
い
て
の

本
件
会
計
士
に
よ
る
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ

さ
せ
る
情
報
に
接
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
Ⅲ
〕

Ｙ
証
券
は
、
Ａ
社
の
主
幹
事
会
社
と
し
て
そ
の
引
受
審
査
に

当
た
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
各
投
書
に
よ
る
上
記
疑
義
の
内

容
等
に
応
じ
て
、
Ａ
社
に
対
し
て
必
要
な
資
料
の
提
示
を
求
め
、
本

件
会
計
士
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
本
件
会
計
士
に
追
加
の
調
査
報
告

を
求
め
る
な
ど
、
上
記
監
査
の
信
頼
性
に
関
す
る
種
々
の
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
、
ま
た
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｙ
証
券
は
、
第
一
投
書
が
本
件
役
員
ら
の
主
導
に
よ

り
粉
飾
決
算
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
た
後
、
本
件
役
員
ら
に
対
し
て

直
ち
に
上
記
内
容
を
伝
え
、
第
一
投
書
は
Ａ
社
の
従
業
員
等
が
業
務

妨
害
の
意
図
で
送
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
旨
の
説
明
を
受
け
て
そ
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の
作
成
者
の
処
分
を
求
め
る
な
ど
不
適
切
な
対
応
を
し
て
い
る
。
加

え
て
、
Ｙ
証
券
は
、
第
一
投
書
の
作
成
者
と
思
わ
れ
る
者
が
内
部
監

査
室
長
を
務
め
て
い
た
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
投
書

を
受
け
取
っ
て
も
な
お
そ
の
者
か
ら
事
情
を
聴
取
す
る
な
ど
の
調
査

確
認
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
本
件
各
投
書
の
信

ぴ
ょ
う
性
の
評
価
を
大
き
く
誤
っ
た
も
の
と
い
う
ほ
か
な
い
。
…
…

Ｙ
証
券
は
、
第
一
投
書
を
受
け
取
る
前
に
、
本
件
会
計
士
の
監
査

実
績
及
び
監
査
体
制
に
特
段
の
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
本
件

各
投
書
の
受
取
の
前
後
を
通
じ
て
、
本
件
会
計
士
が
実
施
し
た
監
査

手
続
の
内
容
に
つ
い
て
聴
取
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
記
の
聴
取
に

係
る
監
査
手
続
は
、
売
掛
金
の
実
在
性
を
売
掛
先
か
ら
本
件
会
計
士

に
返
送
さ
れ
た
と
す
る
残
高
確
認
書
に
よ
っ
て
確
認
す
る
な
ど
し
た

も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
件
偽
装
取
引
先
の
協
力
者
の
関
与
の
下
、
注
文

書
、
検
収
書
等
を
含
む
証
ひ
ょ
う
類
の
大
半
を
偽
造
す
る
と
い
う
本

件
各
投
書
の
指
摘
す
る
手
法
に
よ
る
粉
飾
決
算
の
可
能
性
に
対
応
し

た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
Ｙ
証
券
は
、
上
記
監
査
手
続
に
お

い
て
証
ひ
ょ
う
類
の
原
本
確
認
が
行
わ
れ
た
か
否
か
す
ら
具
体
的
に

確
認
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
上
記
手
法
に
よ
る
粉
飾
決
算
の

可
能
性
を
否
定
す
る
に
足
り
る
監
査
手
続
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否

か
を
確
認
し
た
と
は
い
え
な
い
。

Ｙ
証
券
は
、
第
一
投
書
を
受
け
取
る
前
に
、
本
件
偽
装
取
引
先
の

う
ち
二
社
の
訪
問
調
査
等
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
第
一
投
書
を
踏
ま

え
た
追
加
調
査
と
し
て
、
売
上
げ
に
関
す
る
証
ひ
ょ
う
類
の
突
合
等

を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
記
訪
問
調
査
は
Ａ
社
の
提
案
に
従

い
そ
の
対
象
を
選
定
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一

社
は
本
件
各
投
書
の
内
容
に
照
ら
し
て
協
力
者
で
あ
っ
て
も
矛
盾
し

な
い
者
が
担
当
者
と
し
て
応
対
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
突

合
は
証
ひ
ょ
う
類
の
写
し
の
相
互
に
矛
盾
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
本
件
各
投
書
の
指

摘
す
る
手
法
に
よ
る
粉
飾
決
算
の
可
能
性
を
否
定
す
る
に
足
り
る
も

の
と
は
い
え
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
Ｙ
証
券
が
、
Ａ
社
の
引
受
審
査
に
お
い
て
、
Ａ
社

の
本
件
各
事
業
年
度
の
財
務
諸
表
に
つ
い
て
の
本
件
会
計
士
に
よ
る

監
査
が
そ
の
信
頼
性
の
基
礎
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き
、

本
件
各
投
書
に
よ
る
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
て
調
査
確
認
を
行
っ
た

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
…
…
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
証
券
は
、
金
商
法
二
一
条
一
項
四
号
の
損
害

賠
償
責
任
に
つ
き
、
同
条
二
項
三
号
に
よ
る
免
責
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
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【
研
究
】

一

本
判
決
の
意
義

金
融
商
品
取
引
法
（
以
下
、「
金
商
法
」
と
い
う
）
二
一
条
一
項

四
号
は
、
有
価
証
券
届
出
書
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載

が
あ
り
ま
た
は
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
も
し
く
は
誤
解
を
生
ぜ
し

め
な
い
た
め
に
必
要
な
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
と
き
は
、

元
引
受
証
券
会
社
は
当
該
有
価
証
券
を
募
集
ま
た
は
売
出
し
に
応
じ

て
取
得
し
た
者
に
対
し
、
虚
偽
記
載
ま
た
は
記
載
の
欠
如
（
以
下
、

「
虚
偽
記
載
等
」
と
い
う
）
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任

を
負
う
旨
を
規
定
す
る
。
元
引
受
証
券
会
社
は
、
同
法
一
九
三
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
に
係
る
部
分
（
以

下
、「
財
務
計
算
部
分
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
は
虚
偽
記
載
等
を
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
財
務
計
算
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
虚

偽
記
載
等
を
知
ら
ず
か
つ
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
証
明
す
れ
ば
、
同
号
の
責

任
を
免
れ
る
（
法
二
一
条
二
項
三
号
）。

本
件
事
案
の
よ
う
に
虚
偽
記
載
等
が
財
務
計
算
部
分
に
お
い
て
行

わ
れ
て
い
た
場
合
、
元
引
受
証
券
会
社
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
場
合
に
免
責
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い

て
、
従
来
か
ら
学
説
上
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
本
件
の
第
一
審
お
よ
び
原
審
で
も
裁
判
所
の
考
え
方
に
違
い
が
み

ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

本
判
決
は
、
最
高
裁
が
初
め
て
上
記
の
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
た

事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
本
判
決
は
、
本
件
控
訴
審
が
採
用
し
た

一
七
条
補
完
説
に
拠
ら
ず
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
の
規
定
の
解

釈
を
通
じ
て
、
有
価
証
券
届
出
書
の
財
務
計
算
部
分
の
虚
偽
記
載
等

に
つ
い
て
元
引
受
証
券
会
社
が
責
任
を
負
う
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明

示
し
た
点
に
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

二

従
来
の
学
説
の
状
況

（
一
）
立
案
担
当
者
の
解
説

金
商
法
二
一
条
の
規
定
は
、
企
業
の
粉
飾
決
算
が
跡
を
断
た
な
い

状
況
を
受
け
、
粉
飾
決
算
の
予
防
と
粉
飾
決
算
に
よ
り
投
資
者
が

被
っ
た
損
害
救
済
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
発
行
者
の
責
任
（
法
一

八
条
）
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か

（
１
）

ら
、
昭
和

四
六
年
の
証
券
取
引
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

元
引
受
証
券
会
社
の
免
責
事
由
は
、
財
務
計
算
部
分
と
そ
れ
以
外

の
部
分
と
に
区
別
し
て
、
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
は
虚
偽
記
載
等

に
つ
き
善
意
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
免
責
さ
れ
る
の
に
対
し
、

財
務
計
算
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
虚
偽
記
載
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
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証
明
し
な
け
れ
ば
免
責
さ
れ
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
法
二
一
条

二
項
三
号
）。
す
な
わ
ち
、
元
引
受
証
券
会
社
の
財
務
計
算
部
分
の

虚
偽
記
載
等
に
つ
い
て
の
免
責
事
由
は
、
善
意
で
あ
れ
ば
足
り
る
も

の
と
さ
れ
、
相
当
な
注
意
義
務
を
免
除
す
る
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
規
定
ぶ
り
と
な
っ
た
理
由
は
、
昭
和
四
六
年
証
券
取

引
法
改
正
の
立
案
担
当
者
の
解
説
に
よ
る
と
、
財
務
計
算
部
分
は
公

認
会
計
士
・
監
査
法
人
の
監
査
対
象
で
あ
る
の
で
、
元
引
受
証
券
会

社
は
監
査
結
果
を
信
頼
す
れ
ば
免
責
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
い

う
考
慮
に
よ
る
も
の
で
あ

（
２
）

る
。
学
説
に
は
、
立
案
担
当
者
の
か
か
る

見
解
と
同
旨
の
立
場
を
と
る
も
の
が
見
ら
れ

（
３
）

る
。

（
二
）
一
七
条
補
完
説

元
引
受
証
券
会
社
は
、
虚
偽
記
載
等
に
つ
き
悪
意
で
な
い
か
ぎ
り
、

有
価
証
券
届
出
書
の
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
公
認
会
計
士
・
監
査

法
人
の
監
査
結
果
を
信
頼
す
れ
ば
免
責
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
を
と
る

と
、
元
引
受
証
券
会
社
は
、
有
価
証
券
届
出
書
の
財
務
計
算
部
分
に

つ
い
て
何
ら
調
査
を
行
わ
ず
、
消
極
的
態
度
を
と
り
か
ね
な
い
こ
と

と
な
り
、
粉
飾
決
算
の
防
止
効
果
を
期
待
で
き
な
い
、
と
い
う
批

判
が
な
さ
れ
、
虚
偽
記
載
等
の
あ
る
目
論
見
書
等
の
使
用
者
の
損

害
賠
償
責
任
を
定
め
る
金
商
法
一
七
条
を
活
用
す
る
主
張
が
唱
え
ら

れ
（
４
）

た
。
一
般
に
、
有
価
証
券
届
出
書
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
、

目
論
見
書
に
も
同
様
の
虚
偽
記
載
等
が
存
在
す
る
（
法
一
三
条
二
項

一
号
、
企
業
内
容
開
示
府
令
一
二
条
・
一
三
条
一
項
・
一
四
条
一
項

参
照
）。
そ
こ
で
、
財
務
計
算
部
分
と
そ
れ
以
外
と
の
区
別
を
設
け

ず
、
目
論
見
書
等
を
使
用
し
て
有
価
証
券
を
取
得
さ
せ
た
者
が
、
虚

偽
記
載
等
に
つ
き
善
意
で
、
か
つ
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
免

責
さ
れ
な
い
旨
を
規
定
す
る
金
商
法
一
七
条
に
よ
り
同
法
二
一
条
二

項
三
号
の
規
定
を
補
完
す
る
役
割
を
期
待
す
る
立
場
で
あ
る
。

学
説
で
は
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
と
同
法
一
七
条
と
で
は
免

責
要
件
に
違
い
が
あ
る
が
、
一
般
の
証
券
会
社
で
さ
え
目
論
見
書
の

財
務
計
算
部
分
の
正
確
性
を
調
査
す
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、

元
引
受
証
券
会
社
が
有
価
証
券
届
出
書
の
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て

相
当
な
注
意
義
務
を
負
わ
な
い
と
解
す
る
の
は
不
条
理
で
あ
り
、
か

か
る
不
均
衡
は
情
報
開
示
の
正
確
性
を
確
保
し
、
投
資
者
保
護
を
図

ろ
う
と
す
る
金
融
商
品
取
引
法
の
目
的
に
そ
っ
て
解
消
さ
れ
る
べ
き

と
主
張
す
る
見
解
も
み
ら
れ

（
５
）

た
。

学
説
上
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
の
免
責
事
由
を
補
完
す
る
役

割
を
同
法
一
七
条
の
規
定
に
求
め
、
こ
れ
に
よ
り
元
引
受
証
券
会
社

は
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
も
相
当
な
注
意
義
務
を
負
う
と
す
る
見

解
が
従
来
の
多
数
説
で
あ

（
６
）

る
。
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（
三
）
二
一
条
二
項
三
号
に
根
拠
を
求
め
る
見
解

一
七
条
補
完
説
に
対
し
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
の
免
責
要
件

は
、
元
引
受
証
券
会
社
が
無
条
件
に
公
認
会
計
士
・
監
査
法
人
に
よ

る
監
査
を
信
頼
で
き
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
役
割
に
照
ら
す
と
、
そ
の
信
頼
が
合
理
的
な
も

の
で
な
い
と
き
は
元
引
受
証
券
会
社
が
自
ら
調
査
お
よ
び
確
認
す
る

こ
と
を
要
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
同
法
二

一
条
二
項
三
号
の
規
定
か
ら
元
引
受
証
券
会
社
が
財
務
計
算
部
分
に

つ
い
て
も
相
当
な
注
意
義
務
を
負
う
べ
き
と
す
る
解
釈
を
導
こ
う
と

す
る
見

（
７
）

解
が
あ
る
。

さ
ら
に
学
説
で
は
、
ラ
イ
ツ
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
の
目
論
見
書
交
付

免
除
（
法
一
三
条
一
項
た
だ
し
書
・
一
五
条
二
項
三
号
）
の
場
合
に

は
金
商
法
一
七
条
に
よ
る
救
済
が
不
可
能
と
な
り
、
同
条
が
補
完
的

役
割
を
果
た
し
得
な
い
状
況
が
生
じ
る
た
め
、
従
来
の
多
数
説
の
立

場
を
維
持
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ

（
８
）

た
。

か
か
る
問
題
点
に
加
え
、
目
論
見
書
等
の
使
用
者
と
し
て
の
賠
償
責

任
を
定
め
る
同
法
一
七
条
と
有
価
証
券
届
出
書
の
作
成
関
与
者
で
あ

る
元
引
受
証
券
会
社
の
責
任
を
定
め
る
同
法
二
一
条
一
項
四
号
の
規

定
に
は
趣
旨
の
違
い
が
あ
る
こ

（
９
）

と
、
一
七
条
で
は
有
価
証
券
を
取
得

さ
せ
た
相
手
方
の
み
が
目
論
見
書
等
の
使
用
者
（
証
券
会
社
等
）
に

対
す
る
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
か
ら
目
論
見
書
を
使
用
し
な
い

元
引
受
証
券
会
社
の
責
任
追
及
を
一
七
条
に
基
づ
い
て
行
う
の
は
困

難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
元
引
受
証
券
会
社
の
財
務
計
算
部
分

に
つ
い
て
の
責
任
は
二
一
条
二
項
三
号
の
規
定
の
解
釈
に
よ
り
解
決

す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
有
力
な
見
解
が
近
時
現
れ

（
10
）

た
。

上
記
の
近
時
の
有
力
説
は
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
の
「
記
載

が
虚
偽
で
あ
り
又
は
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
」
の
意
味
を
「
合

理
的
に
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
に
解
し
、
元
引
受
証
券
会
社

は
、
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
積
極
的
調
査
義
務
を
負
わ
な
い
も
の

の
、
虚
偽
記
載
等
を
疑
わ
せ
る
事
情
を
知
っ
て
い
る
か
容
易
に
知
り

得
る
場
合
、
相
当
の
注
意
義
務
を
負
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
（
11
）

る
。
近
時
の
有
力
説
に
対
し
て
は
、
規
定
の
文
言
か
ら
や
や
無

理
が
あ
り
、
昭
和
四
六
年
改
正
の
経
緯
と
整
合
し
な
い
と
い
っ
た

批
（
12
）

判
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
を
支
持
す
る
見

（
13
）

解
も
み
ら
れ
る
。

三

本
件
第
一
審
と
原
審
の
引
受
審
査
義
務
の
判
断
枠
組
み

（
一
）
本
件
第
一
審

本
件
第
一
審
裁
判
所
は
、「
財
務
情
報
の
適
正
な
開
示
も
引
受
審

査
の
内
容
に
含
ま
れ
、
元
引
受
証
券
会
社
は
、
会
計
監
査
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
財
務
情
報
部
分
に
つ
い
て
も
、
会
計
監
査
の
結
果
の
信

頼
性
を
疑
わ
せ
る
事
情
の
有
無
に
つ
い
て
の
審
査
義
務
を
負
う
と
解

す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
も
、
無
条
件
に
そ

六
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の
内
容
を
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
監
査
証
明
に

係
る
監
査
結
果
の
信
頼
性
を
疑
わ
せ
る
事
情
の
有
無
に
つ
い
て
の
審

査
は
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、「
元
引
受
証
券
会

社
は
、
引
受
審
査
に
お
い
て
、
会
計
監
査
を
経
た
財
務
情
報
…
…
に

つ
い
て
、
公
認
会
計
士
等
が
行
っ
た
会
計
監
査
の
信
頼
性
を
疑
わ
せ

る
よ
う
な
事
情
あ
る
い
は
財
務
情
報
の
内
容
が
正
確
で
な
い
こ
と
を

疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
厳
正
に
審

査
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
引
受
審
査
の

対
象
が
新
規
公
開
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
審
査
は
厳
正
に
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い

（
14
）

る
。
こ
れ
は
、
新
規
公
開
会
社
の

引
受
審
査
を
実
施
す
る
元
引
受
証
券
会
社
の
尽
く
す
べ
き
注
意
の
水

準
が
厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
注
目
さ
れ

る
。第

一
審
裁
判
所
は
、
上
記
の
と
お
り
、
監
査
結
果
の
信
頼
性
を
疑

わ
せ
る
事
情
あ
る
い
は
財
務
情
報
が
正
確
で
な
い
こ
と
を
疑
わ
せ
る

よ
う
な
事
情
の
有
無
に
つ
い
て
の
審
査
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
そ

の
理
論
構
成
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

（
15
）

い
。
学
説
で
は
、
金
商
法

二
一
条
二
項
三
号
の
解
釈
か
ら
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
の
審
査
義

務
を
導
い
て
い
る
点
で
近
時
の
有
力
説
の
立
場
に
沿
う
も
の
あ
る
い

は
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
の
評

（
16
）

価
が
あ
る
一
方
で
、
Ｙ
証
券
は

「
金
商
法
二
一
条
一
項
四
号
及
び
一
七
条
の
責
任
を
負
う
」
と
判
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
一
条
の
問
題
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
近

時
の
有
力
説
に
必
ず
し
も
合
致
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
の
指
摘

が
あ

（
17
）

る
。

（
二
）
本
件
原
審

本
件
原
審
裁
判
所
は
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
の
規
定
の
趣
旨

に
照
ら
せ
ば
、
財
務
計
算
部
分
の
正
確
性
の
担
保
は
第
一
次
的
に
は

公
認
会
計
士
等
に
よ
る
監
査
に
委
ね
ら
れ
、
元
引
受
証
券
会
社
に
お

い
て
相
当
な
注
意
を
用
い
た
審
査
ま
で
要
求
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、「
元
引
受
証
券
会
社
と
し
て
は
、
公

認
会
計
士
等
の
監
査
証
明
を
受
け
た
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
は
、

責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
あ
え
て
積
極
的
な
調
査
を
し
な
い
と
い
う

姿
勢
を
招
き
、
投
資
者
保
護
の
目
的
に
欠
け
る
と
の
懸
念
が
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
不
都
合
は
、
目
論
見
書
等
の
使
用

者
に
対
す
る
金
商
法
一
七
条
の
責
任
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
る
と

解
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
一
七
条
補
完
説
を
採
用
し
た
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ

（
18
）

る
。

原
審
裁
判
所
は
、
元
引
受
証
券
会
社
の
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て

の
注
意
義
務
に
つ
い
て
、
Ａ
社
に
お
い
て
は
「
公
認
会
計
士
で
あ
る

会
計
監
査
人
が
毎
期
の
会
計
監
査
を
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
元
引

受
証
券
会
社
に
対
し
、
引
受
審
査
に
お
い
て
、
企
業
会
計
及
び
会
計
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監
査
の
専
門
家
で
あ
る
公
認
会
計
士
等
と
同
等
の
作
業
を
重
畳
的
に

実
施
さ
せ
る
実
益
は
乏
し
く
、
専
門
家
と
の
合
理
的
な
役
割
分
担
の

下
で
効
果
的
な
審
査
の
実
現
を
図
る
の
が
金
商
法
の
趣
旨
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
元
引
受
証
券
会
社
は
、
引
受
審
査
に

お
い
て
、
会
計
監
査
を
経
た
財
務
情
報
…
…
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

公
認
会
計
士
等
に
よ
る
監
査
結
果
の
信
頼
性
に
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る

よ
う
な
事
情
の
有
無
を
調
査
・
確
認
し
、
か
か
る
事
情
が
存
在
し
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
に
は
、
当
該
監
査
結
果
を
信
頼
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
と
認
め
ら
れ
る
…
…
。
他
方
、

上
記
調
査
・
確
認
の
結
果
、
公
認
会
計
士
等
に
よ
る
監
査
結
果
の
信

頼
性
に
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
判
明
し
た
場
合
、
元
引

受
証
券
会
社
は
、
自
ら
財
務
情
報
の
正
確
性
に
つ
い
て
公
認
会
計
士

等
と
同
様
に
実
証
的
な
方
法
で
調
査
す
る
義
務
は
な
く
、
一
般
の
元

引
受
証
券
会
社
を
基
準
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
を
用
い
て
監

査
結
果
に
関
す
る
信
頼
性
に
つ
い
て
の
疑
義
が
払
拭
さ
れ
た
と
合
理

的
に
判
断
で
き
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
追
加
調
査
を

実
施
す
れ
ば
足
り
る
…
…
。
そ
の
よ
う
な
追
加
調
査
の
結
果
、
監
査

結
果
に
関
す
る
信
頼
性
に
つ
い
て
の
疑
義
が
払
拭
さ
れ
た
と
合
理
的

に
判
断
で
き
る
場
合
は
、
監
査
結
果
を
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、

元
引
受
証
券
会
社
は
相
当
な
注
意
を
用
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
監
査
結
果
に
関
す
る
信
頼
性
に
つ
い
て
の
疑
義
が
払
拭

さ
れ
た
と
合
理
的
に
判
断
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
引
受
契

約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
相
当
な
注
意
を
用
い
た
と
は
い
え
な
い
」

と
判
示
し
た
。

四

本
判
決
の
立
場

（
一
）
判
断
枠
組
み
の
概
要

本
判
決
は
、
元
引
受
証
券
会
社
が
有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
さ
れ

る
べ
き
情
報
等
を
専
門
知
識
に
基
づ
き
審
査
し
う
る
立
場
に
あ
る
と

指
摘
し
た
う
え
で
、
金
商
法
二
一
条
一
項
四
号
に
規
定
す
る
虚
偽
記

載
等
が
あ
る
場
合
の
元
引
受
証
券
会
社
の
損
害
賠
償
責
任
の
趣
旨
は
、

引
受
審
査
の
適
正
を
確
保
し
、
も
っ
て
元
引
受
証
券
会
社
に
有
価
証

券
届
出
書
に
お
け
る
開
示
情
報
の
信
頼
性
を
担
保
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
と
の
見
解
を
示
す
。

第
一
審
判
決
、
原
審
判
決
お
よ
び
本
判
決
の
い
ず
れ
も
、
理
論
構

成
は
異
な
る
が
、
元
引
受
証
券
会
社
が
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
の

調
査
確
認
義
務
を
負
う
こ
と
を
肯
定
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

本
判
決
が
示
し
た
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
の
元
引
受
証
券
会
社
の

調
査
確
認
義
務
の
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
引
受
審
査
に
際
し
て
公
認
会

計
士
・
監
査
法
人
の
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ

さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
場
合
に
、
そ
の
疑
義
の
内
容
に
応
じ
た
調
査

確
認
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る
。
調
査
確
認
義
務
を
金
商
法
二
一
条
二

六
四

判

例

研

究

法と政治 73巻 2号 （2022年 8月） 327



項
三
号
の
規
定
の
解
釈
に
よ
り
導
き
出
し
て
い
る
点
で
、
本
件
の
第

一
審
判
決
お
よ
び
原
審
判
決
と
異
な
る
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
従
来
の
多
数
説
の
立
場
（
一
七
条
補
完
説
）
と
も
明
ら
か
に
異

な
る
。
本
判
決
は
、
近
時
の
有
力
説
に
近
い
立
場
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
え

（
19
）

る
。

（
二
）
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
調
査
確
認
義
務
を
負
う
場
合

本
判
決
は
、
財
務
計
算
部
分
に
係
る
免
責
規
定
で
あ
る
金
商
法
二

一
条
二
項
三
号
の
規
定
に
つ
い
て
、「
独
立
監
査
人
と
の
合
理
的
な

役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
元
引
受
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
金
融

商
品
取
引
業
者
等
が
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
の
独
立
監
査
人
に
よ

る
監
査
を
信
頼
し
て
引
受
審
査
を
行
う
こ
と
を
許
容
し
た
も
の
で
あ

り
、
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
と
っ
て
上
記
監
査
が
信
頼
し
得

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」
と
判
示
す
る
。
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
・

監
査
法
人
と
元
引
受
証
券
会
社
の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
公
認
会

計
士
・
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
へ
の
信
頼
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
考

え
方
は
、
昭
和
四
六
年
改
正
時
の
立
案
担
当
者
の
説
明
に
沿
う
も
の

で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
本
判
決
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
公
認
会
計
士
・
監

査
法
人
の
監
査
結
果
へ
の
信
頼
が
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
引

受
審
査
に
際
し
て
「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ

さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
場
合
に
は
、
当
該
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
て
、

上
記
監
査
が
信
頼
性
の
基
礎
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き
調

査
確
認
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
か
か
る
場

合
に
元
引
受
証
券
会
社
が
上
記
の
調
査
確
認
を
行
う
こ
と
な
く
元
引

受
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
金
商
法
二
一
条
二
項
三
号
に
よ
る
免

責
の
前
提
を
欠
く
、
と
い
う
判
断
枠
組
み
を
示
し
た
（
判
旨
〔
Ⅰ
〕）。

監
査
結
果
の
信
頼
性
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
追
加
の
調
査
確
認

義
務
を
負
う
と
い
う
考
え
方
は
、
本
件
第
一
審
判
決
お
よ
び
原
審
判

決
で
も
示
さ
れ
て
い

（
20
）

た
。
ま
た
従
来
か
ら
学
説
に
お
い
て
、
公
認
会

計
士
・
監
査
法
人
と
元
引
受
証
券
会
社
の
合
理
的
な
役
割
分
担
の
観

点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
元
引
受
証
券
会
社
に
財
務
計
算
部
分
の
正
確

性
を
確
保
す
る
た
め
に
一
定
の
役
割
を
担
わ
せ
る
べ
き
と
す
る
立
場

が
主
張
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

（
21
）

り
、
本
判
決
の
判
断
枠
組
み
は
上

記
学
説
の
見
解
に
整
合
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
判
決
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
元
引
受
証
券
会
社
に
調
査
確
認
義
務

が
要
求
さ
れ
る
の
は
、「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を

生
じ
さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
場
合
」（
い
わ
ゆ
る
「red

flag

」
に
接

し
た
場
合
）
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
該

当
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
判
決
は
、
Ｙ
証
券
が
受
け
取
っ
た
本
件
各

投
書
が
相
当
の
信
憑
性
を
も
っ
て
重
大
な
虚
偽
記
載
の
存
在
を
指
摘
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有
価
証
券
届
出
書
に
虚
偽
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載
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引
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券
会
社
の
損
害
賠
償
責
任
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す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
本
件
各
投
書
が
「
監
査
の
信
頼
性
の

基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
」
に
当
た
る
と
す
る
（
判

旨
〔
Ⅱ
〕）。
本
件
事
案
で
は
、
元
引
受
証
券
会
社
の
外
部
か
ら
の
信

憑
性
の
高
い
投
書
の
情
報
が
上
記
情
報
に
当
た
る
と
さ
れ
た
が
、
上

記
情
報
を
元
引
受
証
券
会
社
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
入
手
し
た
か
を

本
判
決
は
問
題
に
し
て
お
ら
ず
、
金
商
法
四
〇
条
二
号
・
金
商
業
府

令
一
二
三
条
一
項
四
号
、
金
融
商
品
取
引
業
協
会
の
「
有
価
証
券
の

引
受
け
等
に
関
す
る
規
則
」
お
よ
び
「『
有
価
証
券
の
引
受
け
等
に

関
す
る
規
則
』
に
関
す
る
細
則
」
に
従
っ
て
行
う
引
受
審
査
の
過
程

で
入
手
し
た
情
報
も
該
当
し
う
る
で
あ
ろ

（
22
）

う
。

本
件
第
一
審
判
決
お
よ
び
原
審
判
決
は
、
本
件
各
投
書
に
加
え
、

Ａ
社
の
財
務
上
の
異
常
な
数
値
（
事
実
の
概
要
〔
二
〕
の
①
～
⑤
な

ど
の
状
況
）
も
含
め
て
、
監
査
の
信
頼
性
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ

せ
る
情
報
と
し
て
検
討
し
た
の
に
対
し
、
本
判
決
は
Ａ
社
の
財
務
上

の
異
常
な
数
値
に
つ
い
て
の
調
査
確
認
義
務
に
言
及
し
て
い
な

（
23
）

い
。

Ａ
社
の
財
務
上
の
異
常
な
数
値
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
は
「
売
上
高

の
粉
飾
の
典
型
的
な
兆
候
と
い
え
る
複
数
の
事
象
が
継
続
し
て
み
ら

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
た
め
、

本
判
決
で
は
、
本
件
各
投
書
に
接
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
元
引

受
証
券
会
社
の
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
の
調
査
義
務
の
有
無
は
明

確
に
さ
れ
な
か
っ

（
24
）

た
。

最
高
裁
判
所
調
査
官
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎

に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
に
当
た
り
得
る
も
の
と
し
て
、

財
務
計
算
部
分
に
お
け
る
重
大
な
虚
偽
記
載
の
リ
ス
ク
を
示
す
事
象

に
係
る
情
報
や
、
監
査
を
実
施
し
た
公
認
会
計
士
等
の
信
頼
性
そ
の

も
の
に
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
属
性
情
報
等
が
考
え
ら
れ
る
と
し
、
こ

れ
ら
の
情
報
が
「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ

せ
る
」
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
、
生
ず
る
疑
義
の
定
性

的
、
定
量
的
な
重
大
性
の
程
度
や
信
憑
性
の
程
度
等
を
、
そ
の
内
容

や
客
観
的
状
況
と
の
整
合
性
の
有
無
等
か
ら
検
討
し
て
判
断
さ
れ
る
、

と
述
べ

（
25
）

る
。
財
務
上
の
異
常
な
数
値
を
「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に

重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
」
か
ら
除
外
す
べ
き
理
由
は
見
当

た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

（
26
）

る
。

本
件
第
一
審
判
決
は
、「
元
引
受
証
券
会
社
は
、
引
受
審
査
に
お

い
て
、
会
計
監
査
を
経
た
財
務
情
報
…
…
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士

等
が
行
っ
た
会
計
監
査
の
信
頼
性
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
情
あ
る
い

は
財
務
情
報
の
内
容
が
正
確
で
な
い
こ
と
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
情

が
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
厳
正
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
、
本
件
原
審
判
決
に
お
い
て
も
、「
元
引
受
証
券
会
社
は
、
引

受
審
査
に
お
い
て
、
会
計
監
査
を
経
た
財
務
情
報
…
…
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
公
認
会
計
士
等
に
よ
る
監
査
結
果
の
信
頼
性
に
疑
義
を
生

じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
の
有
無
を
審
査
・
確
認
」
す
る
こ
と
を
要
す

六
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る
と
の
立
場
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
で
は
、
調
査

確
認
義
務
が
生
じ
る
の
は
、「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑

義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
場
合
」
と
さ
れ
、
監
査
結
果
の
信

頼
性
に
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
の
有
無
に
つ
い
て
も
調
査

確
認
義
務
が
及
ぶ
か
ど
う
か
明
言
さ
れ
て
い
な

（
27
）

い
。
本
判
決
の
立
場

は
、
元
引
受
証
券
会
社
に
財
務
計
算
部
分
に
つ
い
て
常
に
積
極
的
な

調
査
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
公
認
会
計
士
・
監
査
法
人

に
よ
る
監
査
と
は
別
に
一
か
ら
財
務
計
算
部
分
の
正
確
性
の
検
証
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
も
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

（
28
）

る
。

と
こ
ろ
で
、
金
商
法
一
七
条
た
だ
し
書
の
「
相
当
な
注
意
」
は
、

虚
偽
記
載
等
の
有
無
を
知
る
た
め
の
何
ら
か
の
注
意
を
尽
く
す
こ
と

を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
注
意
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
場

合
に
は
免
責
さ
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
元
引
受
証

券
会
社
に
つ
い
て
は
、「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を

生
じ
さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
場
合
」
に
限
ら
ず
、
引
受
審
査
過
程
に

お
い
て
上
記
情
報
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
事
情
（
疑
わ
し
い
事

象
）
の
有
無
に
つ
い
て
も
調
査
確
認
す
る
こ
と
が
同
条
の
「
相
当
な

注
意
」
義
務
の
内
容
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
本
判
決
の
示
し
た
基
準
は
、
文

字
通
り
理
解
す
る
と
、
一
七
条
の
「
相
当
な
注
意
」
と
は
違
い
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
、
投
資
者
保
護
の
後
退
が
生
じ
な
い
か
、
検
討
を

要
す

（
29
）

る
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
は
、
Ｙ
証
券
が
本
件
各
投
書
を
受
け

取
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
信
憑
性
の
確
認
・
評
価
を
誤
っ
た

と
判
示
す
る
（
判
旨
〔
Ⅲ
〕）。
こ
の
判
示
が
、
疑
わ
し
い
事
象
が
上

記
情
報
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
注
意
を
払
う
こ
と
（red

flag

を
見
落
と
し
て
い
な
い
か
調
査
確
認
の
実
施
）
を
求
め
る
趣
旨

で
あ
る
と
解
し
う
る
な
ら
ば
、
結
局
、
引
受
審
査
の
過
程
に
お
い
て

疑
わ
し
い
事
象
は
な
い
か
、
そ
れ
が
上
記
情
報
に
該
当
す
る
も
の
な

の
か
否
か
に
つ
い
て
も
調
査
確
認
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

う
す
る
と
当
該
判
示
は
「
相
当
な
注
意
」
の
内
容
に
近
い
義
務
を
要

求
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
（
30
）

る
。

（
三
）
調
査
確
認
の
程
度
・
内
容

本
判
決
は
、
元
引
受
証
券
会
社
が
「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重

大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
」
場
合
に
求
め
ら
れ
る
行

動
は
、「
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
て
、
当
該
監
査
が
信
頼
性
の
基
礎

を
欠
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
調
査
確
認
」
を
行
う
こ
と

で
あ
る
と
し
た
。
調
査
確
認
の
程
度
・
内
容
は
、
画
一
的
に
定
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
事
案
ご
と
の
具
体
的
事
情
に
応
じ
て
検
討
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ

（
31
）

る
。
本
判
決
の
示
し
た
「
疑
義
の
内
容
等
に
応

じ
た
」
は
、
そ
の
よ
う
に
機
能
す
る
基
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

324 法と政治 73巻 2号 （2022年 8月）

有
価
証
券
届
出
書
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
元
引
受
証
券
会
社
の
損
害
賠
償
責
任

六
七



こ
の
点
、
原
審
判
決
で
は
、
①
自
ら
財
務
情
報
の
正
確
性
に
つ
い
て

公
認
会
計
士
等
と
同
様
に
実
証
的
な
方
法
で
調
査
す
る
必
要
は
な
く
、

②
一
般
の
元
引
受
証
券
会
社
を
基
準
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意

を
用
い
て
監
査
結
果
に
関
す
る
信
頼
性
に
つ
い
て
の
疑
義
が
払
拭
さ

れ
た
と
合
理
的
に
判
断
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
基
準
が
示
さ
れ

て
い
た
。
本
判
決
は
、
原
審
判
決
の
示
し
た
前
記
①
「
一
般
の
元
引

受
証
券
会
社
を
基
準
と
し
て
通
常
要
求
さ
れ
る
注
意
」
の
水
準
と
は

異
な

（
32
）

り
、「
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
た
」
調
査
確
認
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、
元
引
受
証
券
会
社
の
調
査
確
認
の
程
度
と
範
囲
を
柔
軟
か

つ
弾
力
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。本

件
で
Ｙ
証
券
は
何
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
。
判
旨
は
、（
ⅰ
）
Ａ

社
に
対
し
て
必
要
な
資
料
の
提
示
を
求
め
、（
ⅱ
）
本
件
会
計
士
か

ら
事
情
を
聴
取
し
、（
ⅲ
）
本
件
会
計
士
に
追
加
の
調
査
報
告
を
求

め
る
な
ど
、
監
査
の
信
頼
性
に
関
す
る
種
々
の
調
査
を
す
る
こ
と
を

挙
げ
る
（
判
旨
〔
Ⅲ
〕）。
な
お
、
こ
の
判
示
部
分
は
、
Ｙ
証
券
が

「
Ａ
社
の
主
幹
事
会
社
と
し
て
そ
の
引
受
審
査
に
当
た
っ
て
き
た
」

こ
と
に
鑑
み
て
、
上
記
（
ⅰ
）
か
ら
（
ⅲ
）
の
よ
う
な
種
々
の
調
査

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
Ｙ
証
券
が
元
引
受

証
券
会
社
の
う
ち
主
幹
事
会
社
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
た

う
え
で
調
査
確
認
の
内
容
を
例
示
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ

れ
（
33
）

る
。

本
判
決
は
、
Ｙ
証
券
が
調
査
確
認
を
怠
っ
た
内
容
と
し
て
、
ま
ず

本
件
各
投
書
の
信
憑

（
34
）

性
の
評
価
を
誤
っ
た
点
を
指
摘
す
る
（
判
旨

〔
Ⅲ
〕）。
具
体
的
に
は
、
本
件
役
員
ら
が
粉
飾
決
算
を
主
導
し
た
と

の
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｙ
証
券
は
第
一
投
書
の

内
容
を
把
握
し
た
後
、
直
ち
に
本
件
役
員
ら
に
そ
の
内
容
を
伝
え
、

そ
の
作
成
者
の
処
分
を
求
め
る
な
ど
不
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
こ
と

に
加
え
、
本
件
各
投
書
の
作
成
者
と
思
わ
れ
る
者
か
ら
の
事
情
聴
取

を
行
わ
な
か
っ
た
点
で
、
調
査
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
判
断
さ

れ
た
。
次
い
で
、
Ｙ
証
券
が
行
っ
た
本
件
会
計
士
が
実
施
し
た
監
査

手
続
き
の
内
容
に
つ
い
て
の
聴
取
、
第
一
投
書
を
受
け
取
る
前
に
実

施
し
た
Ａ
社
の
取
引
先
へ
の
訪
問
調
査
等
お
よ
び
売
上
げ
に
関
す
る

証
憑
類
の
突
合
等
の
実
施
と
い
っ
た
自
ら
行
っ
た
調
査
は
、
本
件
各

投
書
の
指
摘
す
る
手
法
に
よ
る
粉
飾
決
算
の
可
能
性
に
対
応
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
（
判
旨
〔
Ⅲ
〕）
。

「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
」

に
接
し
た
場
合
、
そ
こ
で
把
握
し
た
疑
義
の
重
大
性
や
内
容
は
、
そ

の
後
の
「
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
た
」
調
査
確
認
の
内
容
・
程
度
に

影
響
す
る
。
こ
の
た
め
、
元
引
受
証
券
会
社
は
上
記
情
報
に
該
当
し

う
る
事
象
を
掴
ん
だ
と
き
、
疑
義
の
内
容
や
程
度
が
重
大
な
レ
ベ
ル

六
八
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に
達
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
ま
ず
適
切
な
検
討
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ

（
35
）

う
。

五

お
わ
り
に

本
件
は
、
引
受
審
査
と
は
別
に
「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大

な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
」
と
さ
れ
た
本
件
各
投
書
を
受
け
取
っ

て
お
り
、
や
や
特
殊
な
事
案
で
あ
っ

（
36
）

た
。
本
件
事
案
の
よ
う
に
信
憑

性
の
高
い
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
限
定
し
て
「
監
査
の
信

頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
情
報
に
接
し
た
場
合
」

を
理
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問
視
す
る
見
解
が
み
ら
れ

（
37
）

る
。
粉
飾
決
算

の
疑
念
は
、
元
引
受
証
券
会
社
の
外
部
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て

生
じ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
財
務
上
の
異
常
あ
る
い
は
不
自
然
な
数
値

の
把
握
か
ら
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し

て
も
そ
の
よ
う
な
重
大
な
疑
義
の
端
緒
と
な
り
得
る
情
報
を
掴
ん
だ

場
合
は
、
そ
れ
が
「
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑
義
を
生
じ

さ
せ
る
情
報
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
調

査
確
認
が
必
要
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
で
の
調
査

確
認
は
、
追
加
調
査
の
要
否
、
そ
し
て
こ
れ
を
必
要
と
判
断
し
た
場

合
に
お
い
て
調
査
確
認
の
内
容
・
程
度
や
方
法
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
調
査
確
認
の
方
法
に
つ
き
、
原
審
判
決
は
、
前
記
①
の
と

お
り
、
元
引
受
証
券
会
社
が
自
ら
財
務
情
報
の
正
確
性
に
つ
い
て
公

認
会
計
士
・
監
査
法
人
と
同
様
に
実
証
的
な
方
法
で
調
査
す
る
義
務

は
な
い
と
し
た
。
本
判
決
は
、
疑
義
の
内
容
等
に
応
じ
た
調
査
確
認

を
要
求
し
た
が
、
元
引
受
証
券
会
社
が
と
る
べ
き
調
査
確
認
の
具
体

的
方
法
を
明
示
し
て
い
な
い
。
判
旨
で
は
、
前
記
（
ⅰ
）
か
ら
（
ⅲ
）

の
本
件
事
案
に
お
け
る
例
示
を
し
た
に
と
ど
ま
り
、
実
証
的
な
方
法

に
よ
る
調
査
の
必
要
性
を
明
示
的
に
否
定
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、

本
判
決
に
よ
れ
ば
実
証
的
な
方
法
に
よ
る
調
査
確
認
が
直
ち
に
義
務

で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
分
析
す
る
見

（
38
）

解
も
み
ら
れ
る
。
最
高

裁
判
所
調
査
官
解
説
は
、「
財
務
情
報
の
正
確
性
を
直
接
的
な
方
法

（
実
証
的
方
法
）
で
確
認
す
る
こ
と
が
有
効
か
つ
適
切
と
い
う
べ
き

場
合
も
あ
り
得
る
」
と
し

（
39
）

て
、
実
証
的
な
方
法
が
排
除
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
の
立
場
を
示
す
。
監
査
の
信
頼
性
の
基
礎
に
重
大
な
疑

義
が
あ
る
以
上
、
監
査
担
当
者
へ
の
聴
取
・
照

（
40
）

会
だ
け
で
な
く
、
開

示
情
報
の
正
確
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
自
ら
直
接
的
・
実
証
的

な
方
法
で
監
査
が
信
頼
性
の
基
礎
を
欠
く
も
の
で
な
い
か
調
査
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
見

（
41
）

解
が
有
力
で
あ
る
。
と
く
に
監
査

担
当
者
が
職
務
を
果
た
し
て
い
な
い
場
合
や
、
粉
飾
に
加
担
し
て
い

る
場
合
、
元
引
受
証
券
会
社
が
公
認
会
計
士
・
監
査
法
人
に
代
わ
っ

て
自
ら
実
証
的
な
方
法
で
調
査
確
認
を
行
う
こ
と
は
、
粉
飾
決
算
の

未
然
防
止
の
た
め
に
有
効
で
あ

（
42
）

る
。
元
引
受
証
券
会
社
が
自
ら
調
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査
・
確
認
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
専
門
家
を
用
い
て
調
査
義
務

を
行
わ
せ
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ

（
43
）

う
。

以
上

（
１
）

渡
辺
豊
樹＝
奥
村
光
夫＝

長
谷
場
義
久＝

松
川
隆
志＝

田
中
誠
二
『
改

正
証
券
取
引
法
の
解
説
』
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
七
一
）
六
六
頁
〔
奥

村
光
夫
〕。

（
２
）

渡
辺
ほ
か
・
前
掲
注
（
１
）
六
九
頁
〔
奥
村
〕。

（
３
）

田
中
誠
二＝

堀
口
亘
『
再
全
訂
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
証
券
取
引
法
』（
勁

草
書
房
、
一
九
九
六
）
一
六
九
～
一
七
〇
頁
、
神
田
秀
樹
監
修
・
野
村
證
券

株
式
会
社
法
務
部＝

川
村
和
夫
編
『
注
解
証
券
取
引
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九

九
七
）
一
三
六
頁
、
河
本
一
郎＝

関
要
監
修
『
逐
条
解
説
証
券
取
引
法
（
三

訂
版
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
）
一
六
五
頁
。

（
４
）

河
本
一
郎
「
証
券
取
引
法
の
基
本
問
題
―
民
事
責
任
を
中
心
と
し
て

―
」
神
戸
法
学
雑
誌
二
一
巻
三
・
四
号
（
一
九
七
二
）
二
二
八
～
二
三
六
頁
。

（
５
）

神
崎
克
郎
「
証
券
取
引
法
上
の
民
事
責
任
」
上
柳
克
郎
編
集
代
表
『
大

森
先
生
還
暦
記
念

商
法
・
保
険
法
の
諸
問
題
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
）

二
三
四
～
二
三
五
頁
、
神
崎
克
郎＝

志
谷
匡
史＝

川
口
恭
弘
『
金
融
商
品
取

引
法
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
二
）
五
五
八
～
五
五
九
頁
。
さ
ら
に
、
上
柳

克
郎＝

鴻
常
夫＝

竹
内
昭
夫
編
集
代
表
『
新
版
注
釈
会
社
法
（
七
）
新
株
の

発
行
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
）
一
二
〇
頁
〔
神
崎
克
郎
〕
も
参
照
。

（
６
）

鈴
木
竹
雄＝

河
本
一
郎
『
証
券
取
引
法
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八

四
）
二
二
九
頁
、
上
柳
克
郎＝

鴻
常
夫＝

竹
内
昭
夫
編
集
代
表
『
新
版
注
釈

会
社
法
（
六
）
株
式
会
社
の
機
関
（
二
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
）
三
五
二

頁
〔
龍
田
節
〕
、
黒
沼
悦
郎＝

太
田
洋
編
著
『
論
点
体
系
金
融
商
品
取
引
法

一
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
四
）
一
四
三
頁
〔
荒
達
也
〕、
近
藤
光
男＝

吉
原

和
志＝

黒
沼
悦
郎
『
金
融
商
品
取
引
法
入
門
（
第
四
版
）』（
商
事
法
務
、
二

〇
一
五
）
二
〇
〇
頁
、
山
下
友
信＝

神
田
秀
樹
編
『
金
融
商
品
取
引
法
概
説

（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
）
二
一
六
～
二
一
七
頁
〔
小
出
篤
〕、
神

田
秀
樹＝

黒
沼
悦
郎＝

松
尾
直
彦
編
著
『
金
融
商
品
取
引
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
一
―
定
義
・
開
示
制
度
（
第
二
版
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
八
）
四
三
六

頁
〔
石
田
眞
得
〕、
岸
田
雅
雄
監
修
・
神
作
裕
之＝

弥
永
真
生＝

大
崎
貞
和

編
『
注
解
金
融
商
品
取
引
法
（
改
訂
版
）（
第
一
巻
）
定
義
・
情
報
開
示
規

制
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
二
一
）
二
八
九
頁
・
三
四
六
～
三
四

七
頁
〔
加
藤
貴
仁
〕
等
。

（
７
）

野
田
耕
志
「
証
券
開
示
規
制
に
お
け
る
引
受
証
券
会
社
の
責
任
」
吉
原

和
志＝

山
本
哲
生
編
『
変
革
期
の
企
業
法
―
関
俊
彦
先
生
古
稀
記
念
論
文

集
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
）
四
八
四
～
四
八
五
頁
、
野
田
耕
志
「
米
国

の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
責
任
の
理
論
と
我
が
国
の
引
受
証
券
会
社
の
責
任
」
上

智
法
學
五
六
巻
四
号
（
二
〇
一
三
）
八
七
頁
。

（
８
）

大
証
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
「
ラ
イ
ツ
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
に
係
る
金

融
商
品
取
引
法
改
正
に
つ
い
て
（
一
）」
大
証
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
記

録
八
号
（
二
〇
一
二
）
一
八
頁
〔
黒
沼
悦
郎
〕、
黒
沼
悦
郎
「
有
価
証
券
届

出
書
に
対
す
る
元
引
受
証
券
会
社
の
審
査
義
務
」
岩
原
紳
作＝

山
下
友
信＝

神
田
秀
樹
編
集
代
表
『
会
社
・
金
融
・
法
（
下
巻
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一

三
）
三
六
〇
～
三
六
二
頁
、
近
藤
ほ
か
・
前
掲
注
（
６
）
二
〇
五
頁
。

（
９
）

こ
の
点
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
神
田
監
修
・
前
掲
注
（
３
）

一
三
九
頁
、
黒
沼
悦
郎
「
発
行
開
示
と
引
受
業
務
に
関
す
る
諸
問
題
」
証
券

取
引
法
研
究
会
編
『
近
年
の
証
券
規
制
を
巡
る
諸
問
題
』（
日
本
証
券
経
済

研
究
所
、
二
〇
〇
四
）
一
五
〇
～
一
五
一
頁
、
梅
本
剛
正
『
現
代
の
証
券
市

場
と
規
制
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
五
）
二
六
一
頁
等
。

（
10
）

黒
沼
・
前
掲
注
（
８
）
三
六
七
～
三
六
八
頁
、
黒
沼
悦
郎
『
金
融
商
品

七
〇

判
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取
引
法
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
）
二
二
九
頁
。

（
11
）

黒
沼
・
前
掲
注
（
８
）
三
六
七
～
三
六
八
頁
、
黒
沼
・
前
掲
注
（
10
）

二
二
九
頁
。

（
12
）

弥
永
真
生
「
第
一
審
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
〇
三
号
（
二
〇
一
七
）
三
頁
、

戸
本
幸
亮
「
第
一
審
判
批
」
筑
波
法
政
七
〇
号
（
二
〇
一
七
）
一
八
五
～
一

八
七
頁
。
た
だ
し
、
昭
和
四
六
年
改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
、
同
年
改
正
に

よ
っ
て
合
理
的
信
頼
の
法
理
が
否
定
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
理
解
し
う
る

と
主
張
す
る
見
解
と
し
て
、
河
村
賢
治
「
本
件
判
批
」
新
・
判
例
解
説

W
atch

二
九
号
（
二
〇
二
一
）
一
二
九
頁
。

（
13
）

和
田
宗
久
「
原
審
判
批
」
ひ
ろ
ば
七
一
巻
九
号
（
二
〇
一
八
）
七
〇
頁

等
。

（
14
）

新
規
公
開
企
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
準
備
中
に
会
計
不
正
が
行
わ
れ
る
諸

原
因
の
指
摘
と
し
て
、
竹
内
朗
「
本
件
判
批
」
監
査
役
七
二
一
号
（
二
〇
二

一
）
四
一
頁
参
照
。

（
15
）

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
「
会
社
法
・
金
融
商

品
取
引
法
の
最
近
の
判
例
（
二
）
―
エ
フ
オ
ー
ア
イ
事
件
判
決
―
」
日
本
取

引
所
金
融
商
品
取
引
法
研
究
一
〇
号
（
二
〇
一
八
）
五
八
頁
〔
小
出
篤
〕、

萬
澤
陽
子
「
第
一
審
判
批
」
重
判
解
（
ジ
ュ
リ
一
五
一
八
号
）（
二
〇
一
八
）

一
一
七
頁
、
遠
藤
元
一
「
第
一
審
判
批
」
商
学
討
究
六
九
巻
一
号
（
二
〇
一

八
）
一
九
〇
頁
、
柿
崎
環
「
第
一
審
判
批
」
リ
マ
ー
ク
ス
五
八
号
（
二
〇
一

九
）
七
七
頁
。

（
16
）

弥
永
・
前
掲
注
（
12
）
三
頁
、
堀
田
佳
文
「
第
一
審
判
批
」
商
事
法
務

二
一
三
五
号
（
二
〇
一
七
）
一
三
頁
、
藤
林
大
地
「
第
一
審
判
批
」
金
判
一

五
三
三
号
（
二
〇
一
八
）
五
頁
、
和
田
宗
久
「
第
一
審
判
批
」
新
・
判
例
解

説W
atch

二
二
号
（
二
〇
一
八
）
一
三
六
頁
、
山
下
徹
哉
「
第
一
審
判
批
」

法
教
四
四
一
号
（
二
〇
一
七
）
一
二
五
頁
、
木
村
真
生
子
「
第
一
審
判
批
」

ジ
ュ
リ
一
五
一
七
号
（
二
〇
一
八
）
一
〇
九
頁
。

（
17
）

島
田
志
帆
「
第
一
審
判
批
」
法
学
研
究
九
一
巻
五
号
（
二
〇
一
八
）
八

三
頁
、
黒
沼
・
前
掲
注
（
10
）
二
二
九
頁
。

（
18
）

戸
本
幸
亮
「
原
審
判
批
」
筑
波
法
政
七
五
号
（
二
〇
一
八
）
一
三
八
頁
、

遠
藤
元
一
「
原
審
判
批
」
法
学
研
究
九
一
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
八
）
一
二
九

頁
、
松
岡
啓
祐
「
原
審
判
批
」
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
＆
Ｉ
Ｒ
七
号
（
二
〇

一
八
）
七
〇
頁
、
藤
林
大
地
「
原
審
判
批
」
金
判
一
五
五
八
号
（
二
〇
一
九
）

五
頁
、
柿
崎
環
「
原
審
判
批
」
判
評
七
三
二
号
（
二
〇
二
〇
）
二
四
頁
、
黒

沼
・
前
掲
注
（
10
）
二
三
〇
頁
等
。

（
19
）

和
田
宗
久
「
本
件
判
批
」
ひ
ろ
ば
七
四
巻
三
号
（
二
〇
二
一
）
五
九
～

六
〇
頁
、
志
谷
匡
史
「
本
件
判
批
」
商
事
法
務
二
二
五
八
号
（
二
〇
二
一
）

九
頁
、
松
岡
啓
祐
「
本
件
判
批
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
二
一
巻
五
号
（
二
〇
二
一
）

五
七
頁
、
岡
田
陽
介
「
本
件
判
批
」
法
セ
ミ
七
九
七
号
（
二
〇
二
一
）
一
二

七
頁
、
小
出
篤
「
本
件
判
批
」
金
法
二
一
六
九
号
（
二
〇
二
一
）
六
九
頁
、

湯
原
心
一
「
本
件
判
批
」
金
判
一
六
二
四
号
（
二
〇
二
一
）
四
頁
、
木
村
真

生
子
「
本
件
判
批
」
重
判
解
（
ジ
ュ
リ
一
五
七
〇
号
）（
二
〇
二
二
）
九
九

頁
等
。
な
お
、
最
高
裁
判
所
調
査
官
解
説
に
よ
る
と
、
本
判
決
の
判
断
枠
組

み
は
、
遠
藤
・
前
掲
注
（
18
）
一
一
七
頁
以
下
の
見
解
に
近
い
立
場
を
示
し

た
も
の
と
さ
れ
る
。
森
川
さ
つ
き
「
判
解
」
ジ
ュ
リ
一
五
六
四
号
（
二
〇
二

一
）
九
九
頁
。

（
20
）

志
谷
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
頁
、
木
村
・
前
掲
注
（
19
）
九
九
頁
。

（
21
）

後
藤
元
「
発
行
開
示
に
お
け
る
財
務
情
報
の
虚
偽
記
載
と
元
引
受
証
券

会
社
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
責
任
」
岩
原
紳
作＝

山
下
友
信＝

神
田
秀
樹
編

集
代
表
『
会
社
・
金
融
・
法
（
下
巻
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
）
三
九

五
～
四
〇
二
頁
、
岸
田
監
修
・
前
掲
注
（
６
）
三
四
八
頁
〔
加
藤
〕。

（
22
）

湯
原
・
前
掲
注
（
19
）
五
頁
。

（
23
）

得
津
晶
「
本
件
判
批
」
法
教
四
八
七
号
（
二
〇
二
一
）
一
五
五
頁
。

（
24
）

戸
本
幸
亮
「
本
件
判
批
」
筑
波
法
政
八
六
号
（
二
〇
二
一
）
三
三
頁
、
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松
岡
・
前
掲
注
（
19
）
五
七
頁
。

（
25
）

森
川
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
〇
頁
。

（
26
）

木
村
・
前
掲
注
（
19
）
九
九
頁
は
、
本
件
は
粉
飾
の
程
度
が
著
し
く
、

本
件
各
投
書
の
み
がred

flag

と
言
い
得
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
と
の
見

解
を
述
べ
る
。

（
27
）

戸
本
・
前
掲
注
（
24
）
四
八
頁
、
遠
藤
元
一
「
本
件
判
批
」
金
判
一
六

一
五
号
（
二
〇
二
一
）
二
七
頁
、
松
岡
・
前
掲
注
（
19
）
五
七
頁
。

（
28
）

小
出
・
前
掲
注
（
19
）
六
九
頁
、
森
川
・
前
掲
注
（
19
）
九
九
頁
。

（
29
）

こ
の
点
に
関
し
、
戸
本
・
前
掲
注
（
24
）
二
九
頁
は
、
合
理
的
な
元
引

受
証
券
会
社
で
あ
れ
ば
、
金
商
法
四
〇
条
二
号
・
金
商
業
府
令
一
二
三
条
一

項
四
号
、
日
本
証
券
業
協
会
の
自
主
規
制
、
不
法
行
為
責
任
を
負
う
可
能
性
、

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
毀
損
な
ど
の
理
由
か
ら
、
財
務
情
報
に
つ
い
て
全
く

調
査
し
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。

（
30
）

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
・
前
掲
注
（
15
）
六

四
～
六
五
頁
〔
前
田
雅
弘
〕
を
参
照
。

（
31
）

森
川
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
〇
頁
。

（
32
）

藤
林
・
前
掲
注
（
18
）
六
頁
は
、
原
審
判
決
の
基
準
の
も
と
で
も
、
粉

飾
を
疑
わ
せ
る
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
高
度
な
注
意
義
務
が
要
求
さ

れ
る
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

（
33
）

志
谷
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
頁
。
主
幹
事
会
社
以
外
の
元
引
受
証
券
会

社
の
免
責
事
由
に
つ
い
て
、
条
文
の
規
定
上
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

基
本
的
に
、
本
判
決
の
判
断
枠
組
み
が
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。
も
っ
と

も
、
主
幹
事
会
社
（
金
商
業
府
令
一
四
七
条
三
号
）
と
そ
れ
以
外
の
元
引
受

証
券
会
社
と
で
は
、
一
般
に
、
発
行
者
の
財
務
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易

性
、
有
価
証
券
発
行
に
至
る
ま
で
の
準
備
へ
の
関
与
の
程
度
や
期
間
、
発
行

者
お
よ
び
公
認
会
計
士
・
監
査
法
人
と
の
近
い
関
係
等
に
違
い
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
虚
偽
記
載
等
の
端
緒
を
掴
む
機
会
の
可
能
性
に
影
響
す
る
で
あ
ろ

う
し
、
調
査
確
認
の
程
度
・
内
容
や
方
法
に
も
影
響
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
点
で
主
幹
事
会
社
の
調
査
確
認
義
務
の
程
度
・
内

容
等
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
湯
原
・
前
掲
注
（
19
）
六

頁
、
森
川
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
〇
頁
）。
本
件
第
一
審
判
決
お
よ
び
原
審

判
決
は
、
主
幹
事
会
社
以
外
の
元
引
受
証
券
会
社
は
、
引
受
審
査
資
料
等
の

記
載
に
矛
盾
点
や
不
合
理
な
点
が
な
け
れ
ば
、
主
幹
事
会
社
に
よ
る
調
査
を

信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
述
べ
て
い
る
（
主
幹
事
会
社
以
外
の
元
引
受

証
券
会
社
の
責
任
に
関
す
る
第
一
審
判
決
お
よ
び
原
審
判
決
の
詳
細
な
検
討

と
し
て
、
戸
本
・
前
掲
注
（
24
）
五
五
～
五
九
頁
参
照
）。

な
お
、
米
国
に
お
け
る
主
幹
事
会
社
以
外
の
元
引
受
証
券
会
社
の

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
義
務
に
関
し
、
石
田
眞
得
「
証
券
会
社
の
引
受

審
査
―
証
券
取
引
法
二
一
条
二
項
三
号
の
『
相
当
な
注
意
』
を
中
心
と
し

て
―
」
六
甲
台
論
集
（
法
学
政
治
学
篇
）
四
三
巻
一
号
（
一
九
九
六
）
一

三
～
一
六
頁
、
黒
沼
・
前
掲
注
（
８
）
三
四
〇
～
三
四
二
頁
・
三
五
四
頁
、

E
lena

M
arty-N

elson,
N
on-M

anaging
U
nderw

riters’R
ole
In
Securi-

ties
O
fferings:JustE

ye
C
andy?

16
Fordham

J.C
orp.&

Fin.L.323

（2011

）;G
ary
M
Law
rence,In

search
of
R
easonableness:

D
irector

&
U
nderw

riter
D
ue
D
iligence

in
Securities

O
fferings,47

Sec.R
eg.

L.J.189,242

（2019

）
等
を
参
照
。

（
34
）

竹
内
・
前
掲
注
（
14
）
三
九
頁
は
、
内
部
告
発
ま
た
は
内
部
通
報
は
、

そ
れ
が
匿
名
で
あ
ろ
う
と
、
内
容
の
具
体
性
、
迫
真
生
客
観
的
事
実
と
の
整

合
性
な
ど
か
ら
、
信
憑
性
を
吟
味
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

（
35
）

森
川
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
〇
頁
。

（
36
）

梅
本
剛
正
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
六
〇
号
（
二
〇
二
一
）
六
六
頁
、

湯
原
・
前
掲
注
（
19
）
五
頁
。

（
37
）

河
村
・
前
掲
注
（
12
）
一
三
〇
頁
。

（
38
）

遠
藤
・
前
掲
注
（
27
）
二
七
頁
。

七
二

判

例

研

究

法と政治 73巻 2号 （2022年 8月） 319



（
39
）

森
川
・
前
掲
注
（
19
）
一
〇
〇
頁
。

（
40
）

資
料
提
示
の
要
求
や
事
情
聴
取
な
ど
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
得

た
情
報
を
不
自
然
な
点
や
矛
盾
は
な
い
か
な
ど
の
観
点
か
ら
吟
味
し
、
疑
義

を
解
消
す
る
の
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
さ
ら
に
自
ら
の
実
証
的
な
方
法
も
含

む
調
査
確
認
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
41
）

黒
沼
・
前
掲
注
（
10
）
二
三
〇
頁
、
和
田
・
前
掲
注
（
19
）
五
八
頁
。

柿
崎
・
前
掲
注
（
18
）
二
六
～
二
七
頁
も
、
Ｙ
証
券
が
監
査
法
人
を
通
じ
た

確
認
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
点
を
問
題
視
し
、
本
件
各
投
書
受
領
後
は
、
直

接
、
預
金
通
帳
等
、
各
帳
票
類
の
原
本
確
認
等
の
作
業
を
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
と
批
判
す
る
。

（
42
）

湯
原
・
前
掲
注
（
19
）
六
～
七
頁
。
た
だ
し
、
岸
田
監
修
・
前
掲
注

（
６
）
三
四
九
頁
〔
加
藤
〕
は
、
公
認
会
計
士
等
が
関
与
す
る
虚
偽
記
載
等

の
防
止
に
は
、
元
引
受
証
券
会
社
に
高
度
の
注
意
義
務
を
要
求
す
る
よ
り
、

公
認
会
計
士
等
に
対
す
る
制
裁
措
置
を
強
化
し
て
粉
飾
決
算
へ
の
関
与
自
体

を
抑
止
す
る
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
る
。

（
43
）

遠
藤
・
前
掲
注
（
18
）
一
三
五
頁
、
和
田
・
前
掲
注
（
13
）
七
〇
頁
。

［
付
記
］

本
稿
校
正
中
に
、
荻
野
昭
一
「
有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
に
係

る
元
引
受
証
券
会
社
の
民
事
責
任
―
エ
フ
オ
ー
ア
イ
損
害
賠
償
請
求
事
件
を

題
材
と
し
て
―
」
札
幌
学
院
法
学
三
八
巻
二
号
（
二
〇
二
二
）
八
七
頁
、
森

本
真
美
「
本
件
判
批
」
金
法
二
一
七
九
号
（
二
〇
二
二
）
五
二
頁
に
接
し
た
。

＊

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人

全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
の
助

成
を
受
け
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
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有
価
証
券
届
出
書
に
虚
偽
記
載
等
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
元
引
受
証
券
会
社
の
損
害
賠
償
責
任

七
三




